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2024 年 9 月７日（土）交野古文化同好会歴史健康ウォーク
　　　古墳時代交野の鉄器生産と王墓

写真　森遺跡の航空写真（1995 年）

森遺跡森遺跡 995-5-11次調査･鍛冶次調査･鍛冶炉炉 55

(( 羽口羽口とと鉄滓は復原実験資鉄滓は復原実験資料料 ))

交野の王墓と交野の王墓と
　　 鉄鉄 器器 生生 産産

交野の文化交野の文化財財ⅤⅤ

令令和和 44 年度特別展年度特別展 交野市文化財保存活用地域計画関連企画交野市文化財保存活用地域計画関連企画

※※御御来来館館のの際際はは、、手手指指のの消消毒毒ととママススククのの着着用用ををおお願願いい致致ししまますす。。

令令和和４４年年1122月月2211日日((水水))～令和５年５月７～令和５年５月７日日(( 日日) ) 
月月・・火火曜曜日日・・祝祝日日はは休休館 館 
1100時時～～1177時時((入入館館はは1166時時半ま半までで)　　)　　※※入入館館無無料 料 

会 場 
交交 野野市市 立立 教教育育文文 化化 会会館館内内

((交交野野市市立立倉倉治治図図書書館館隣隣り ) り ) 歴歴 史史民民 俗俗 資資 料料展展 示示 室室 

開催期間と開館時間

交交野野市市倉倉治治66--99--2211 電話電話 007722((881100))66666677 (( JJRR学研都市線学研都市線「「津津田田駅駅」」を西へ徒歩を西へ徒歩約約20 分 )20 分 )

【【 主主催催】】　交交野野市市教教育育委委員員会会

【【協協力力】】　 大大阪阪府府教教育育庁庁文文化化財財保保護護課　　枚方市　　( 公財 ) 大阪府文化財センター　課　　枚方市　　( 公財 ) 大阪府文化財センター　

文文化庁認定化庁認定祝祝

写真　森遺跡 1995 −１次鍛冶炉

羽口（復原）羽口（復原）

鉄滓（実験資料）鉄滓（実験資料）

写真　交野東車塚古墳　鉄製甲冑
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（本⽇の⾏程） 
①河内磐船駅改札前・・・森遺跡概要 
②古墳時代前期の区画溝（2013―２次地点） 
③古墳時代前期の区画溝（2012―３次地点） 
④古墳時代前期の竪⽳建物および中期の竪⽳建物（1991―３次地点） 
⑤森遺跡⻄端の流路・中期の地上式炉（1990―２次、1989―１次地点） 
⑥森遺跡北⻄端の建物・流路（1995―２次１、２調査区、1992―６次地点） 
⑦古墳時代中期の地下式鍛冶炉（1995―２次３調査区） 
⑧古墳時代中期の地上式鍛冶炉（2000―１次地点） 
⑨古墳時代中期の地下式鍛冶炉（1997―５次地点） 
⑩森遺跡北東端の流路・⾕（1995―３次地点ほか） 
⑪「船⼾」地名 
⑫交野⾞塚古墳群３〜５号墳 
⑬交野⾞塚古墳群２号墳 
⑭交野⾞塚古墳群１号墳（東⾞塚古墳） 
⑮⼤畑古墳、寺村遺跡 
⑯未確認古墳か 
⑰須弥寺 
⑱森遺跡発⾒地（及び森遺跡南東端） 
⑲古墳時代後期 倭韓折衷の鍛冶炉群（2012―３次地点ほか） 

  

写真１　竪穴建物の復原例 写真２　掘立柱建物の復原例
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100 m

地理院地図 / GSI Maps ｜国土地理院 https://maps.gsi.go.jp/#16/34.780007/135.689650/&...

1 / 1 2024/09/02 9:54

図１　森遺跡・交野車塚古墳群付近の色別標高図
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　交野市文化財分布地図（平成30年改訂版）
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10　北田家住宅
11　でがしろ遺跡
20　尾上遺跡
22　寺村北遺跡
23　大谷北窯跡
24　大谷窯跡
25　やぶ古墳
26　京の山古墳
27　山添家住宅
28　今井遺跡
29　寺村遺跡
30　交野車塚古墳群
31　寺古墳群
34　南山遺跡
36　私部南遺跡
37　森遺跡
38　天田神社遺跡
53　坊領遺跡
58　交野東車塚古墳
61　廃千手寺
62　須弥寺遺跡
63　鍋塚古墳
64　上私部遺跡
65　上の山遺跡
66　大畑古墳

図２　森遺跡と周辺の遺跡
 

森遺跡の調査史と概要 
 
 1956 年に交野考古学会が、⼤⾨酒造北側にて弥⽣時代末から古墳時代初頭の⼟器を表
⾯採集して発⾒した。交野町史編纂時は集落遺跡として位置づけられた（⽚⼭ 1963）。 

1986 年ごろから JR 河内磐船駅、京阪河内森駅周辺の開発が進むのにともない、交野
市教委により発掘調査が積み重ねられてきた（交野市教委 1986 他）。 
得られた主な調査成果は次のとおり。 
 
・・古古墳墳時時代代のの集集落落⽣⽣産産遺遺跡跡  
前期の森古墳群、中期の交野⾞塚古墳群の膝元で続いた集落⽣産遺跡。 
鍛冶炉・⼟製の送⾵管（⽻

は
⼝
ぐち

）・鉄
てっ

滓
さい

が多くみつかり、中期中頃から後期にかけて、鉄器
⽣産を盛んに⾏っていたことがわかった。鍛冶を復元するための製鉄・鍛冶実験も市で
⾏い当時の⼀連の鍛冶⼯程を⾏う専業的な鉄器⽣産地であることを明らかにしてきた
（交野市教委 2000 他）。 
→当時の列島内で重要な鍛治⽣産地として位置づけられる（花⽥ 2002、池淵 2004、村
上 2007 ほか）。 

 
・・平平安安時時代代のの荘荘園園開開発発拠拠点点  
現⾏地割（天野川条⾥）の初現となる⽔路がめぐり、耕地開発が進む。 
当時の有⼒者階層が使⽤した緑釉陶器、篠窯産須恵器などの遺物が⾒つかる。 
⽯清⽔⼋幡宮荘園による開発拠点と考えられている。 
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写真３　森遺跡 1989 −１次発掘調査風景

図３　森遺跡の発掘調査地点（交野市教委 2018）
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図４　区画溝出土の二重口縁壺（交野市教委 2018）

2

1

1・2　2012-3 次 400 井戸（方形区画溝屈曲部）　 3 2013-2 次 150 溝（方形区画溝） 

3

０ 10cm（Ｓ=1/4）

写真４　古墳時代前期の区画溝（森遺跡 2012 −３次、東から撮影）

 

古墳時代前期の森遺跡 
 
・・「「船船⼾⼾」」地地名名とと流流通通拠拠点点ととししててのの森森遺遺跡跡  

交野市史考古編では、同地名が森遺跡の北端に残ることから、森遺跡が弥⽣時代から古
墳時代にかけて、天野川流域の港湾的な役割を果たす集落として発展したと推定された
（⽔野 1992）。ただし、市史⺠俗編で同地名は「道祖神」を意味するものとみており、森
遺跡の性格と関連付けてよいかは注意が必要。 

他⽅で、出⼟⼟師器に阿波地域など他地域からの搬⼊品が認められることから、当地域
の流通拠点としての位置づけがされている（⼭⽥ 2004）。 
 
・・森森遺遺跡跡のの中中⼼⼼施施設設（（⽅⽅形形区区画画溝溝））  

森遺跡２０１２―３次地点附近で古墳時代前期の溝（残存幅 1m 程度）が数か所で確認
されており、50m 四⽅の⽅形区画をなしていたことがわかってきた。豪族居館かは未確認
だが特殊な遺構であり、この時期の森遺跡の中⼼的な施設と⾒られる。溝や溝の⾓に配置
された井⼾では、当時の古墳祭祀にも⽤いられた⼆重⼝縁壺の破⽚がみつかっていること
も注⽬され、東⽅の⼭地の尾根に築かれた森古墳群との関連がうかがえる。 
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図５　古墳時代前期の森遺跡（交野市教委 2018）

写真５　古墳時代前期の区画溝
（森遺跡 2013 −２次、西から撮影）
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古墳時代中期の森遺跡 鉄器⽣産の開始 

 
中期中葉頃から遺跡内に２種類の鍛冶炉があらわれる。それぞれ次のような操業集団と

推定される。 
 

・・倭倭系系のの鍛鍛冶冶集集団団（（11999955――２２次次３３調調査査区区、、11999977――５５次次、、22000033――１１次次））  
地下式炉（A タイプ）または防湿構造地下式炉（B タイプ）+複式⽻⼝（ハの字状）→
座って鍛冶をする。⽇本列島在来の鍛冶⼯⼈と考えられる。 
 

・・韓韓系系のの鍛鍛冶冶集集団団（（11998899――１１次次、、11999911――２２次次、、22000000――11 次次））  
地上式炉（Ｃタイプ）+単式⽻⼝（ソケット状）→⽴って鍛冶をする。周辺で初期須恵
器、韓式系⼟器が分布することからも渡来系の鍛冶集団とみられる。 

→両者が混在しつつ分散しながら操業しているのが、この時期の森遺跡の特徴。また、
既に専業的な鍛冶を⾏っていることわかっている。 

  

図８　森遺跡出土の羽口（真鍋 2011）

図７　森遺跡出土の鉄滓
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A タイプ…地下式
B タイプ…地下式（防湿構造あり）
C タイプ…地上式

参考図　地下式鍛冶炉（倭系） 参考図　地上式鍛冶炉（韓系）

図９　森遺跡の鍛冶炉（真鍋 2011）
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図 10　森遺跡出土の韓式系土器と初期須恵器
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図 11　1991 − 1 次３調査区　韓式系土器を出土した竪穴建物
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写真　1989 − 1 次　地上式鍛冶炉

写真　２０００− 1 次　地上式鍛冶炉

写真　１９９５−２次３調査区　地下式鍛冶炉

写真　１９９７−５次　地下式鍛冶炉

写真　1991 −２次　地上式鍛冶炉
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図 12　古墳時代中期の森遺跡（交野市教委 2018）
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図 13　 古墳時代後期の森遺跡鍛冶工房（真鍋 2011 を一部改変）

1995-1 次鍛冶工房1989-1 次 (C 区 ) 鍛冶工房

木器集中遺構

 

古墳時代後期の森遺跡 鉄器⽣産の集約化 

倭倭韓韓折折衷衷のの鍛鍛冶冶集集団団（（11998899――１１次次、、11999955――１１次次、、22001122――３３次次）） 
６世紀代に⼊ると、技術上の画期と鍛冶⼯房の変化が認められる。 
・地下式炉（A タイプ,B タイプ）+ソケット状⽻⼝（韓系の送⾵管）に統合される。 
・⽻⼝痕跡から炉の⾼温化が確認できる。 
・鉄滓出⼟量が中期段階より増加する。 
・炉５基を L 字状に配置し、周囲に区画溝を巡らせる⼯房があらわれる（森 2012-3 次）。 

  →⾶⿃時代以後の都城の「官営鍛冶⼯房」の祖型となるものとみられる。 
・集落の⼀⾓（現・河内磐船駅南ロータリー附近）に鍛冶⼯房が集中するようになる。 
・集落内では、竪⽳建物が消え先進的な掘⽴柱建物のみになる。 

 
※古墳時代後期末になると、森遺跡で鍛冶は認められなくなる。 
 古代都城の鍛冶⼯房（官営⼯房）へ継承された可能性が指摘されている（真鍋 1997）。 
 
※森遺跡で何を⽣産していたか 

鉄器⾃体がほぼ⾒つからず確定は難しい。その中でも次のような⼿がかりが得られた。 
・炉直径は⽐較的⼩さい（50 ㎝前後）→同時期の鍛冶⽣産地である⼤県遺跡⼤型の鉄製

品を⽣産することも可能だが、⼩型の鉄器⽣産に向く。 
・砥⽯は⼩型のものが多く、研磨対象物も⼩型のものが多かったとみられる（森 2023）。 
・⼀部出⼟した鉄塊等の分析により、銅が混じることが確認される。 
→この時期、銅と鉄を合せて製作するものとしては⾺具があり、森遺跡で⾺具がリサイク
ルされていた可能性がある。また、⾺具は⽐較的⼩型の部品を組み合わせる性格上、森
遺跡の炉のサイズや、砥⽯サイズとも齟齬がなく⽣産されていた可能性も考えられる。 
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図 14　古墳時代後期の森遺跡 ( 交野市教委 2018)
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写真　1989 − 1 次　地下式鍛冶炉群

全景

写真　1995 − 1 次　地下式鍛冶炉群

全景
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図 15　森遺跡 2012-3 次調査の鍛冶工房（交野市教委 2018）

図 16　飛鳥池工房 SX1300 （小池 2015）
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写真　森遺跡 2012-3 次調査の鍛冶工房（交野市教委 2018）
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第１章 交野の王の誕生と鉄製武器・武具生産

50 0m

第１号古墳(東車塚古墳）ヘドロ
第２号古墳(西東車塚古墳）

低地

第５号古墳

古墳の可能性
第３号古墳(東車塚古墳）

50代
黒色湿地帯

上層6C、下層5C
砂地
古墳時代溝

第６号古墳(大畑古墳）

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線第４号古墳(西東車塚南古墳）

古墳の可能性

　武器の可能性のあるものは計10点出土

している（写真14）。完形に近い鉄剣２点

は、共に切先は広峰状、断面形はレンズ状

を呈する。１点 は茎部を欠失している。

鞘木が認められるほか、切先には織物が付

着していたのか、布目が確認できる。もう

１点 の茎尻は一文字尻で、関の形状は直

角をなす。目釘孔は肉眼では観察されない。

剣身と茎部に鞘木と漆の付着がみられる。

剣の破片は２点あり、うち１点は断面がレ

ンズ状、もう１点は長方形を呈し、目釘孔

が穿たれ、柄木が残る。

　鉄鏃は５点出土している。小型の柳葉式

鉄鏃である。いずれも茎関がナデ関を呈し、

鏃身部は片丸造、茎部断面は長方形である。

茎部には矢柄の装着痕である樹皮巻きが認

められるものもある。

②交野市交野東車塚古墳（交野市教育委員会2000）

　交野東車塚古墳は、生駒山地の西側斜面の山麓裾野に

立地する古墳時代中期初頭の前方後方墳である。以前か

ら地元の人々に「車塚」と呼ばれていた小山があり、昭

和38年（1963）発刊の『交野町史』には、「寺村南川

堤古墳」としての記述がある。調査期間は、昭和47 年

写真 14　妙見山古墳出土鉄器

図９　交野車塚古墳群

写真 13　妙見山古墳主体部

（1972）の約１ヵ月であった。

　第１次調査で東西南北に入れた試掘トレンチから筒形

銅器と巴形銅器が出土している。第２次調査は第１次調

査の16 年後の昭和63 年（1988）に実施している。こ

の調査で、全長58ｍ、高さは現状で後方部西端2.8ｍ、

復原高は５ｍ 前後であることが判明した。主体部にお

いては、全長8.1ｍ の割竹形木棺を埋葬した粘土槨で、

棺内にベンガラが塗布されていた（写真15）。

　金属製品は、主体部の第１号棺から出土しており、棺

内の最南端に農工具、その北側には有肩鉄斧、中央部分

には３面の鏡・刀剣類が、最北端では短甲・冑が出土し

ている。

短甲は、土圧によって一部が押し潰され、各部分の鉄板

はバラバラに重なり合い、その中で冑が横倒しの状態で

検出された。ほかに用途不明の鑷子状・簪状・棒状の鉄

製品がある。

　当初は前方後方墳１基、方墳１基、円墳３基の計５基

の交野車塚古墳群との認識であったが、後の調査で、交

野東車塚古墳のさらに東側に全長約85ｍの前方後円墳

（大畑古墳）があることがわかり、全６基からなる古墳

群と改めている（交野市教育委員会2007）。

　交野の王墓を代表する古墳として交野東車塚古墳があ

ります。主体部は全長8.1ｍの粘土榔で、棺内には朱

が塗られ、中からは多数の副葬品が出土した。

　中でも鉄製品は多く、三角板皮綴短甲・衝角付冑・鉄

刀や鉄剣（写真16）・鍛造鉄斧・小型の工具類などが出

土した。三角板革綴襟付短甲・三角板革綴衝角付冑とい

った帯金式甲冑で、古墳時代前期末から中期初頭に比定

される。　

 

交野⾞塚古墳群  古墳時代中期交野の王墓 

 
森遺跡の北東に位置する中期古墳群。府⽴交野⾼校建設に先⽴ち発掘調査が実施された

ことをきっかけにして、現在までに１〜６号墳が確認されてきた。周辺にも古墳が残って
いる可能性がある。１号墳である交野東⾞塚古墳が埋葬主体部まで調査され、同古墳と副
葬品⼀式が⼤阪府指定⽂化財となっている。 
 
・・中中⼩⼩規規模模のの円円墳墳・・⽅⽅墳墳（（第第２２〜〜５５号号墳墳））  
⻄⻄⾞⾞塚塚古古墳墳（（第第２２号号古古墳墳）） 未調査。⽅墳（⼀辺 27m、⾼さ 3.4m）とみられる。中⼩
規模墳の中では丘陵上に⽴地する点が注⽬される。 
東東⾞⾞塚塚南南古古墳墳（（第第 33 号号古古墳墳）） 低地部に⽴地。葺⽯をともなう円墳に⽅形の周溝が伴う
ことから「⽇の丸古墳」とも愛称される。極めて希な周溝であり、後世の撹乱の可能性
も考えるべきか。円筒埴輪・朝顔形埴輪・壺形埴輪・盾形埴輪・蓋形埴輪・家形埴輪・
短甲形埴輪・囲形埴輪が出⼟した。 
 なお、墳丘下層からは⼟壙墓とみられる遺構６基も検出されている。 
⻄⻄⾞⾞塚塚南南古古墳墳（（第第 44 号号古古墳墳）） 低地部に⽴地する円墳（直径 16.5m）で、葺⽯は未確
認。円筒埴輪・朝顔形埴輪・家形埴輪・動物形埴輪が出⼟。 
第第 55 号号古古墳墳 中⼩規模の円墳の中でも低地部に⽴地する。円墳（直径 17m）で、葺⽯は
確認されていない。円筒埴輪・朝顔形埴輪・動物形埴輪が出⼟。円筒・朝顔形埴輪は、
須恵器の調整に類似する C 種ヨコハケで仕上げられ、須恵質に焼成されている。須恵器
⼯⼈の関与がうかがえる特異なもの。周溝内から奈良時代須恵器も検出されており、４
号墳とともに、奈良時代には耕地開発により削平が進んでいた可能性が⾼い。 
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表　交野郡域の古墳編年

穂谷川 天野川
埴輪
（川西）
一部改

須恵器
（田辺）

禁野車塚
(110)

牧野車塚
(107)

赤塚山
(？)

万年寺山
(？)

藤田山
(？) 妙見山

(？)

禁野上野
(40)

白雉塚
(40)

鍋塚
(67)

１号・雷塚
(106)

２号・向山
(58)

３号・山神
(46)

４号
(50)

1号・東車塚
(65)

3号・東車塚南
(22)

5号・V
(17)

大畑
(85)

４号・西車塚南
(16)

中振
1号
(16)

中振
2号
(15)

上流
右岸

上流
左岸

中流
右岸

中流
左岸

郡津丸山
(？)

年代不明

下流
右岸

下流
左岸

清水谷
(12)

3号
(11)

焼垣内
(？)

宇山1
(13)

寺古墳群

倉治古墳群

姫塚
(40？)

宇山2
(14)

第Ⅰ期

第Ⅱ期

第Ⅲ期

第Ⅳ期

第Ⅴ期

TK73 

TK216
ON46
TK208

TK23

TK47

MT15

TK10

TK43

TK209

土師器

庄内・新

布留・古

布留・中

布留・新

時期・年代

300年

500年

400年

600年

九頭神廃寺 長宝寺跡 須弥寺跡中山
観音寺跡

森古墳群

車塚古墳群

１号
(？)

小倉東
E1
(14)

百済寺跡

小倉東
古墳群

日置山
古墳群

井上2009をもとに一部改変して作成。 墳形が不明瞭なものは点線で示した。括弧内の数字は墳長を示す。

古代寺院

古墳時代
前期

古墳時代
中期

古墳時代
後期
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図　東車塚南古墳（第３号古墳）平面図

 

交野⾞塚古墳群  古墳時代中期交野の王墓 

 
森遺跡の北東に位置する中期古墳群。府⽴交野⾼校建設に先⽴ち発掘調査が実施された

ことをきっかけにして、現在までに１〜６号墳が確認されてきた。周辺にも古墳が残って
いる可能性がある。１号墳である交野東⾞塚古墳が埋葬主体部まで調査され、同古墳と副
葬品⼀式が⼤阪府指定⽂化財となっている。 
 
・・中中⼩⼩規規模模のの円円墳墳・・⽅⽅墳墳（（第第２２〜〜５５号号墳墳））  
⻄⻄⾞⾞塚塚古古墳墳（（第第２２号号古古墳墳）） 未調査。⽅墳（⼀辺 27m、⾼さ 3.4m）とみられる。中⼩
規模墳の中では丘陵上に⽴地する点が注⽬される。 
東東⾞⾞塚塚南南古古墳墳（（第第 33 号号古古墳墳）） 低地部に⽴地。葺⽯をともなう円墳に⽅形の周溝が伴う
ことから「⽇の丸古墳」とも愛称される。極めて希な周溝であり、後世の撹乱の可能性
も考えるべきか。円筒埴輪・朝顔形埴輪・壺形埴輪・盾形埴輪・蓋形埴輪・家形埴輪・
短甲形埴輪・囲形埴輪が出⼟した。 
 なお、墳丘下層からは⼟壙墓とみられる遺構６基も検出されている。 
⻄⻄⾞⾞塚塚南南古古墳墳（（第第 44 号号古古墳墳）） 低地部に⽴地する円墳（直径 16.5m）で、葺⽯は未確
認。円筒埴輪・朝顔形埴輪・家形埴輪・動物形埴輪が出⼟。 
第第 55 号号古古墳墳 中⼩規模の円墳の中でも低地部に⽴地する。円墳（直径 17m）で、葺⽯は
確認されていない。円筒埴輪・朝顔形埴輪・動物形埴輪が出⼟。円筒・朝顔形埴輪は、
須恵器の調整に類似する C 種ヨコハケで仕上げられ、須恵質に焼成されている。須恵器
⼯⼈の関与がうかがえる特異なもの。周溝内から奈良時代須恵器も検出されており、４
号墳とともに、奈良時代には耕地開発により削平が進んでいた可能性が⾼い。 
  

写真　東車塚南古墳（第３号古墳）
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写真　東車塚南古墳　朝顔形埴輪

写真　東車塚南古墳（第３号古墳）囲形埴輪

写真　東車塚南古墳　家形埴輪

写真　東車塚南古墳　短甲形埴輪

写真　東車塚南古墳　盾形埴輪
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交野⾞塚古墳群  古墳時代中期交野の王墓 

 
森遺跡の北東に位置する中期古墳群。府⽴交野⾼校建設に先⽴ち発掘調査が実施された

ことをきっかけにして、現在までに１〜６号墳が確認されてきた。周辺にも古墳が残って
いる可能性がある。１号墳である交野東⾞塚古墳が埋葬主体部まで調査され、同古墳と副
葬品⼀式が⼤阪府指定⽂化財となっている。 
 
・・中中⼩⼩規規模模のの円円墳墳・・⽅⽅墳墳（（第第２２〜〜５５号号墳墳））  
⻄⻄⾞⾞塚塚古古墳墳（（第第２２号号古古墳墳）） 未調査。⽅墳（⼀辺 27m、⾼さ 3.4m）とみられる。中⼩
規模墳の中では丘陵上に⽴地する点が注⽬される。 
東東⾞⾞塚塚南南古古墳墳（（第第 33 号号古古墳墳）） 低地部に⽴地。葺⽯をともなう円墳に⽅形の周溝が伴う
ことから「⽇の丸古墳」とも愛称される。極めて希な周溝であり、後世の撹乱の可能性
も考えるべきか。円筒埴輪・朝顔形埴輪・壺形埴輪・盾形埴輪・蓋形埴輪・家形埴輪・
短甲形埴輪・囲形埴輪が出⼟した。 
 なお、墳丘下層からは⼟壙墓とみられる遺構６基も検出されている。 
⻄⻄⾞⾞塚塚南南古古墳墳（（第第 44 号号古古墳墳）） 低地部に⽴地する円墳（直径 16.5m）で、葺⽯は未確
認。円筒埴輪・朝顔形埴輪・家形埴輪・動物形埴輪が出⼟。 
第第 55 号号古古墳墳 中⼩規模の円墳の中でも低地部に⽴地する。円墳（直径 17m）で、葺⽯は
確認されていない。円筒埴輪・朝顔形埴輪・動物形埴輪が出⼟。円筒・朝顔形埴輪は、
須恵器の調整に類似する C 種ヨコハケで仕上げられ、須恵質に焼成されている。須恵器
⼯⼈の関与がうかがえる特異なもの。周溝内から奈良時代須恵器も検出されており、４
号墳とともに、奈良時代には耕地開発により削平が進んでいた可能性が⾼い。 
  

写真　西車塚南古墳（第４号古墳）

写真　第５号古墳
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写真　交野車塚古墳群出土　奈良時代須恵器写真　西車塚南古墳（第４号）円筒埴輪

写真　第５号古墳円筒埴輪

写真　第５号古墳朝顔形埴輪

写真　交野車塚古墳群出土　須恵器はそう
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・・東東⾞⾞塚塚古古墳墳（（第第１１号号古古墳墳））  
前期末中期初頭の前⽅後⽅墳（墳⻑ 65m）。ただし、近接する南川や、農地による撹乱

が⼤きく、墳形を再検討する余地がある。 
墳丘調査では、葺⽯が確認されている。⼤型品・⼩型品に分かれる円筒埴輪のほか、壺

形埴輪・朝顔形埴輪・蓋形埴輪・盾形埴輪・家形埴輪がみつかっている。 
埋葬施設の調査では、8m を超える⻑⼤な割

わり
⽵形
たけがた

⽊棺
もっかん

の痕跡が確認された。棺底で副葬
品の分布や、ベンガラの塗布状況 2 ⼈の被葬者（中央部と北側）が確認されている。 
  

写真　東車塚古墳（第１号古墳）　全景写真
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図　東車塚古墳（第１号古墳）　平面図
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副葬品
品種

北群
（男性被葬者と推定）

中央部
（女性被葬者と推定）

南群A
南群B

(木箱か)

青銅鏡 四乳四獣鏡1
四獣鏡1
盤竜鏡1

装身具
翡翠製勾玉2
棗玉4
碧玉製管玉48

碧玉製勾玉2
水晶製棗玉2
碧玉・緑色凝灰岩製管玉25
臼玉
碧玉製腕輪形石製品（石釧）1

琴柱形石製品5
結晶片岩製管玉22
臼玉2000以上

武器
鉄刀1
鉄剣1
短剣1

鉄刀2
鉄剣2
短刀1

鉄剣1 鉄剣1

武具

三角板革綴衝角付冑1
三角板革綴襟付短甲1
青銅製筒形銅器1
青銅製巴形銅器3

農工具 刀子1
刀子1
鑿か1

蕨手刀子5
刀子1
有肩鉄斧1
鑿1

鎌22
手鎌9
鍬・鋤先8
鑿・鋪29点
錐8
斧16
鋸2
刀子14
蕨手刀子1

その他鉄器
棒状鉄製品1
鑷子状鉄製品3
簪状鉄製品1

写真　東車塚古墳（第１号古墳）　木棺　完掘写真

表　東車塚古墳（第１号古墳）　副葬品
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北北側側のの被被葬葬者者 当時最新の帯⾦式甲冑（鈴⽊ 2009）や鉄⼑を副葬し、武装の国産化がなさ
れつつあった時期の、最新鋭の武器・武具を保有する王の姿がうかがえる。また、甲冑の
北側では、同時期の朝鮮半島での出⼟例が多い巴 形

ともえがた
銅器
ど う き

（盾などの飾り⾦具）と筒形
つつがた

銅器
ど う き

（杖、槍などの柄の下部に装着されたとみられる）も持つことから、対外的な活動に携わ
っていたと推定される（井上 2021）。 
 
中中央央部部のの被被葬葬者者 腕輪形⽯製品の配置や、鉄鏃を副葬されていない点から⼥性⾸⻑と推定
される（清家 2010）。初期の⽇本列島製とみられる鉄⼑（齋藤 2018）を含む複数の⼑剣類
を副葬する（棺内副葬か）。鑷⼦

じょうし
（⽑抜き）状鉄器は、同時期の朝鮮半島（特に⾦

きん
官
かん

伽
か

耶
や

地
域）にみられる渡来系の遺物とされる（井上 2021）。特殊な 簪

かんざし
状鉄器や棒状鉄器なども

渡来系のものか。四獣鏡、盤⻯鏡のほか、多量の⽟類も副葬される。 
 
→森遺跡における鉄器⽣産開始よりかなり早い段階で埋葬されており、直接的に鉄器⽣産
開始に関与していない可能性がたかい。他⽅で、交野市域で渡来系⽂物を豊富に副葬した
最初期の王墓であり、両被葬者の活動は後の森遺跡における鉄器⽣産導⼊の遠因になった
とみられる。 
  

写真　東車塚古墳（第１号古墳）　副葬品　北群

写真　東車塚古墳（第１号古墳）　三角板革綴短甲 写真　東車塚古墳　四乳四獣鏡
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写真　東車塚古墳　巴形銅器 写真　東車塚古墳　筒形銅器

写真　東車塚古墳　鉄剣・鉄刀
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北北側側のの被被葬葬者者 当時最新の帯⾦式甲冑（鈴⽊ 2009）や鉄⼑を副葬し、武装の国産化がなさ
れつつあった時期の、最新鋭の武器・武具を保有する王の姿がうかがえる。また、甲冑の
北側では、同時期の朝鮮半島での出⼟例が多い巴 形

ともえがた
銅器
ど う き

（盾などの飾り⾦具）と筒形
つつがた

銅器
ど う き

（杖、槍などの柄の下部に装着されたとみられる）も持つことから、対外的な活動に携わ
っていたと推定される（井上 2021）。 
 
中中央央部部のの被被葬葬者者 腕輪形⽯製品の配置や、鉄鏃を副葬されていない点から⼥性⾸⻑と推定
される（清家 2010）。初期の⽇本列島製とみられる鉄⼑（齋藤 2018）を含む複数の⼑剣類
を副葬する（棺内副葬か）。鑷⼦

じょうし
（⽑抜き）状鉄器は、同時期の朝鮮半島（特に⾦

きん
官
かん

伽
か

耶
や

地
域）にみられる渡来系の遺物とされる（井上 2021）。特殊な 簪

かんざし
状鉄器や棒状鉄器なども

渡来系のものか。四獣鏡、盤⻯鏡のほか、多量の⽟類も副葬される。 
 
→森遺跡における鉄器⽣産開始よりかなり早い段階で埋葬されており、直接的に鉄器⽣産
開始に関与していない可能性がたかい。他⽅で、交野市域で渡来系⽂物を豊富に副葬した
最初期の王墓であり、両被葬者の活動は後の森遺跡における鉄器⽣産導⼊の遠因になった
とみられる。 
  

写真　東車塚古墳（第１号古墳）　副葬品　中央群

写真　東車塚古墳　四獣鏡写真　東車塚古墳　盤龍鏡
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写真　東車塚古墳　玉類・装飾品

写真　東車塚古墳　腕輪形石製品

横から

上から

写真　東車塚古墳　棒状鉄器
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・・⼤⼤畑畑古古墳墳（（第第６６号号古古墳墳））  
・古墳時代中期後半（井上 2007）の北河内最⼤級の前⽅後円墳（墳⻑ 85m）。中期中葉

頃とする⾒⽅もある（和⽥ 2011）。いずれにしても交野市域では今のところ、⼤畑古
墳以後の前⽅後円墳は確認されていない。 

・円筒埴輪、葺⽯を確認。埋葬施設等の詳細は不明。 
・後円部調査にて鉄滓出⼟（供献されたものか）。 
→詳細不明ながらも、森遺跡における鉄器⽣産導⼊に関与した王の墓と考えられる。古

墳の築造時期が森遺跡の鉄器⽣産開始期に近いことからも傍証される。 
 

・・寺寺村村遺遺跡跡竪竪⽳⽳建建物物  
⼤畑古墳が⽴地する丘陵上で弥⽣時代後期から古墳時代前期頃の竪⽳建物３基が確認

されている。この竪⽳建物が⽴地する丘陵の周囲はかなりの⾼低差があり、防御機能をそ
なえる環濠の役割を果たしたとみられる。 

 
・・未未確確認認前前⽅⽅後後円円墳墳 
 交野⾞塚古墳群の北側には、未調査ながら古墳（特に前⽅後円墳）の可能性の残る地形
が認められる。 

この他にも詳細な調査はされておらず、年代等不詳の京の⼭古墳、やぶ古墳などの古墳
が数基確認されている。 

図　大畑古墳（第６号古墳）　平面図
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図　大畑古墳（第６号古墳）　調査区平面図

写真　大畑古墳（第６号古墳）　1978 年　調査区
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須弥寺遺跡 

・現在の須弥寺下層で確認された古代寺院遺跡。奈良時代の⽡群、遺構が確認されている。 
・さらに下層で溝が検出され、⾶⿃時代の⼟器がみつかっている。森遺跡周辺ではこの頃
には集落・鍛冶⽣産ともに活動が認められなくなっており、地域の拠点がこの付近に移っ
た可能性がある。 
・発掘調査で少量だが埴輪⽚がみつかっている。⾶⿃時代の遺構群や、奈良時代の寺院の
造営にあたっては、丘陵斜⾯を雛段状に切⼟造成して平坦⾯を確保したと推測されており、
この際に古墳が破壊された可能性がある。 
・その後の須弥寺については、６⽉開催の歴史健康ウォーク資料をご参照ください。 
  

写真　須弥寺採集埴輪

写真　須弥寺遺跡　奈良時代瓦

写真　須弥寺遺跡　飛鳥時代須恵器
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図　須弥寺遺跡　調査平面図


